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プレゼンテーションのノート
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本日ご紹介する内容・対象者・デモ

内容：「Lightning Experience」のSpring’17の更新情報をご紹介するウェブセ
ミナーです。ユーザ目線でLightning Experienceでできるようになったこと、そ
の特徴、メリット、注意点をご紹介いたします。

対象者： Salesforceシステム管理者の方、Lightning Experienceに興味のある
Salesforceユーザの方

デモ： Lightning Experienceにて実施



Agenda

1. セミナーを始める前に
2. Lightning Experienceとは
3. で、Spring’17でどうなのよ？
4. Lightning Experienceへの移行の手順
5. まとめ
6. 今後のお問い合わせ先
7. Q&A 

本日のアジェンダ



2. Lightning Experienceとは



Lightning Experience（通称：Lightning ライトニング）は
利用者の生産性を向上することを目的として再構築された Salesforce の次世代の画面（UI）です。

2015年のDreamforceにて発表され
Winter’16でSales Cloudを中心に提供開始。
毎回のバージョンアップごとに各機能を
順次拡張中。

現在、新機能はLightning Experience上に
のみで提供されています。

※Summer’15までのブラウザからの利用画面を
Salesforce Classicと呼びます

※※2016年2月以前にご契約されたお客様では設定を行わないかぎり、
自動で使えるようにはなりません

Lightning Experienceとは



特徴：柔軟なレイアウトが可能なダッシュボード

4列以上の表示が可能（最大9列）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最大９列まで　現実的には４列くらい？



特徴：グラフとデータ表示領域が広くなったレポート

フィルタを適用

レポート上でグラフの
表示・非表示の切り替え

小計・総計の非表示設定
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フィルタ変更レポートのタテ軸ヨコ軸入れ替えレポートの登録、スケジュール実行、印刷、エクスポート、ドリルダウンができない。フィルタが範囲と作成日が選択可能マトリックスの詳細が表示できない。



特徴：グラフ表示が可能なリストビュー
直感的なリストビューでデータを素早く確認

グラフの表示

グラフの切り口の変更

グラフの種類を変更

リストビューを検索
候補の表示
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特徴：カンバンビューでの直感的な管理
商談/リード/見積/カスタムオブジェクトの状況を視覚的にチェック

商談を各フェーズごとに金
額、件数を合算表示

ドラッグ&ドロップで
フェーズを変更

対応が必要な商談に
アラートを表示
（活動なし等）

右下に表示されるアラートの条件
・活動予定がない
・期限切れのToDoがある
・30日間活動履歴がない

※Spring’17からは商談/リードの
みならずほとんどのオブジェクト
でカンバン表示が可能に！
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特徴：画面にコンポーネントを自由に配置
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Lightning アプリケーションビルダーでユーザインターフェースを作成
標準で用意されているコンポーネントは17種類

レコードの詳細ページに
ビューを表示可能

レコード詳細ページに
グラフを2個以上置ける



特徴：便利機能で生産性アップ
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お気に入り、Chatterストリーム、検索等Classicでは提供されない機能を提供

レコードをお気に入り
として登録でき、すぐ

にアクセス可能！

お気に入り

複数レコードのポスト
を纏めて確認

※5つまで作成可能

Chatter
ストリームオブジェクトを絞った

グローバル検索が可能

検索



特徴：新しい設定ツリーとオブジェクトマネージャ
分かりやすく操作しやすい設定画面

設定ツリーを
シンプル化

標準オブジェクト・カスタムオブジェクト
を一括して閲覧
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Lightning Experienceの有効化
設定＞Lightning Experienceで有効化
ログイン中のユーザは次回ログイン時から有効。この作業では標準プロファイルのみ



標準プロファイル以外への有効化
権限セット：特定のユーザーに プロファイル：特定プロファイルのメンバーに

１．権限セットを作成
２．権限セットに権限を付与

システム権限＞“Lightning Experienceユーザ”
3．権限セットをユーザーに割当て

１．該当のプロファイルを編集
２．プロファイルの権限を有効化

システム権限＞“Lightning Experienceユーザ”



有効化後のLightning Experience/Classicの表示切り替え
ユーザの意思でClassic UIにいつでも切り替え可能
▼LightningからClassicへ

▼ClassicからLightningへ



Lightning Experience - 利用可能なライセンス
対応ライセンス 非対応ライセンス

Salesforce 全てのポータルライセンス

全てのSalesforce Platform / Force.com
(Force.com free除く)

Company Community 
(Employee Community User)

Identify User Data.com

全てのChatterライセンス Work.com

Database.com

Content Only

Ideas Only

Knowledge Only

Site.com Only



Lightning Experience - 利用可能なエディション
対応エディション 非対応エディション

Group Edition Personal Edition

Professional Edition Contact Manager Edition

Enterprise Edition Database.com Edition

Performance Edition

Unlimited Edition

Developer Edition

利用可能なブラウザ
Chrome、Firefox、Microsoft Edge、Safari（Macのみ）

※上記以外のブラウザ（インターネットエクスプローラ）でアクセスしても、
エラーになるわけではなく、Classic UIにリダイレクトされます



Lightning Experienceに対してよくある質問

Q: いつ頃が移り時ですか？

A: 何の機能を利用されているかによって異なりますので、提供されている情報を確認し、
自社環境で確認した上で、お客さま自身でご判断ください。
本セミナーではそのご判断頂くための情報をご提供します。

Q: 試したいが一度切り替えると戻せないですよね？？

A: 戻せます。
また組織として有効にしたとしてもユーザー単位でどちらを使うか選択することが可能です。
本番環境はClassic、SandboxはLightning Experienceということも可能です。

Q: 旧来の画面（Classic）は廃止されるのですが？それはいつですか？

A: 将来的に廃止される方向というのは聞いておりますが、まだスケジュールは全く未定です。
万が一、廃止されることになったとしても、事前通知と十分な移行期間が行われるはずです。



3.で、Spring’17どうなのよ？



Winter’17時点でのLightningの状況

Classic UIと比較してで大幅にできなかったことが改善
残るは他人のスケジュール参照、結合レポート、一括メール送信？

Lightningでしかできない機能も魅力的に
Chatterでの複数画像、ファイル投稿
AI（アインシュタイン）

そろそろ前向きに検討を始めてもいいでしょう



Spring’17でのLightningの状況

ポテンシャルだけではく、ようやく実用的なスペックに！？

クリティカルな機能が使えないリストにないのであれば、
検証を始めることをオススメします。

機能的な充足とともに、パフォーマンスや安定性が向上

社内展開するには、結構な”慣れ”が必要



Classicでできていたアレができない〜Spring’17（1/5)
Sales Cloud系 解消Ver 補足
個人取引先 Spring’16 ベータバージョン
商談商品で複数商品を一括作成 Spring’17
商談商品を含めた商談コピー
見積オブジェクトの利用 Winter‘16
契約オブジェクトの利用 Winter‘16
リードの取引開始 Summer’16
売上予測 Spring’17 コラボレーション売上予測のみ
キャンペーンの利用 Spring’16
取引先・責任者のマージ、リード重複検索 Spring’17 リードはWinter’16で対応済み
キャンペーンメンバーのビューからの一括登録 Winter‘16



コラボレーション売上予測
Lightning で売上予測を実行 – Classic への切り替えが不要

チームは Salesforce Classic に切り替え
ずに商談パイプラインからの売上収益お
よび数量を予測できます。商談分割、カ
スタム商談通貨項目が含まれます。

[設定] からアプリケーションマネージャを
使用して、ユーザ用に [売上予測] タブを
追加したら準備完了です。

[売上予測] タブ

売上予測と関連商談の
概要を取得する

※事前にコラボレーション売上予測の有効化が必要となります（要サポートへ連絡）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Collaborative forecasting is finally in lightning so no need to toggle back to classic to see forecasts. Sales can now run their forecast calls leveraging most of the features of collaborative forecasting. Show your reps how sales numbers measure up in a period while taking advantage of everything Lightning Experience has to offer. Help teams project sales revenue and quantities from the opportunity pipeline, including opportunity splits and custom opportunity currency fields, without switching to Salesforce Classic. This feature is new in Lightning Experience. Get a summary of your sales forecasts (1) and related opportunities (2) by clicking the Forecasts tab (3). Take advantage of the forecasts page’s faster performance. Select forecast type, currency, period range, and quota display options from one dropdown list (4). Show a rep’s user profile photo next to the rep’s name (5). From Setup, use App Manager to add a Forecasts tab for your users, and you’re ready to go! 



Classicでできていたアレができない〜Spring’17（1/5)
Sales Cloud系 解消Ver 補足
個人取引先 Spring’16 ベータバージョン
商談商品で複数商品を一括作成 Spring’17
商談商品を含めた商談コピー
見積オブジェクトの利用 Winter‘16
契約オブジェクトの利用 Winter‘16
リードの取引開始 Summer’16
売上予測 Spring’17 コラボレーション売上予測のみ
キャンペーンの利用 Spring’16
取引先・責任者のマージ、リード重複検索 Spring’17 リードはWinter’16で対応済み
キャンペーンメンバーのビューからの一括登録 Winter‘16



Classicでできていたアレができない〜 Spring’17（2/5)
カレンダー
ドラッグ＆ドロップで予定の編集
他人の予定を見る、招集
予定の月次表示 Winter‘16

メール
一括メール送信
Chatter
リッチテキストの投稿 Winter‘16

スクロール時のフィード自動読み込み Summer’16

トピックの利用
投稿、コメントの事後編集 Winter‘16



マルチユーザーカレンダーの実現へご協力ください！

Ideasにて開発部門がレビュー中
です。

ポイント（投票）の数で優先度が
変わりますので、ぜひ「Upvote」
をお願いします！

投票はこちらから

https://success.salesforce.com/ideaView?id=08730000000DtJIAA0


リソースカレンダーのIdeaもこちらに

投票はこちらから

https://success.salesforce.com/ideaView?id=0873A000000lERhQAM


Classicでできていたアレができない〜 Spring’17 （3/5)
レポート 解消Ver 補足
メールスケジュール送信
結合レポート
Chatterフィードを表示 Summer’16

マトリックスレポートで詳細を表示 Spring’16

フォルダの作成 Classicで作成したものは利用可能
詳細のエクスポート、印刷用に表示 Summer’16 エクスポートは対応
ダッシュボード
スケジュール実行、メール配信
Chatterフィードの表示、スナップショット投稿 Spring’17 Chatterのフィード表示は

Summer’16で対応済み
テーブル、じょうご、散布図、複合グラフ Summer’16

ダッシュボードフィルタの作成 表示は可能
動的ダッシュボードの作成 表示は可能
フォルダの作成 Classicで作成したものは利用可能



結合レポートの実現にご協力ください！

投票はこちらから

https://success.salesforce.com/ideaView?id=0873A000000cMPfQAM


Classicでできていたアレができない〜 Spring’17 （4/5)
共通機能、使い勝手 解消Ver 補足
ホーム画面のカスタマイズができない Summer’16

タブのカスタマイズができない Spring’16

差し込み印刷ができない
リストビューを新規作成/編集できない Spring’16

リストビューでインライン編集ができない Winter’17

共有ボタンが表示されない
ブラウザ内のタブで複数起動できない Spring’16

ゴミ箱の参照、復元
URLベースでの情報伝達 Spring’16

サイドバーが使えない Summer’16 ホームにカスタムリンクは作れるよ
うになった

レコード画面でのインライン編集 Summer’16



ゴミ箱のLightningか実現にご協力ください！

投票はこちらから

https://success.salesforce.com/ideaView?id=08730000000DsAuAAK


Classicでできていたアレができない〜Spring’17（5/5)
共通機能、使い勝手 解消Ver 補足
URLを使ったパラメータ渡し Spring’17 レポートでのURLパラメータがサ

ポート対象内に
レコード画面で初期値の差し込みは
対象外

数式のIMAGE関数やHYPERLINK関数の利用 Spring’16
レコードの画面からダイレクトにオブジェクトの設定メ
ニューに行く

Summer’16

レコード詳細でセクションごと閉じる Winter’17



まとめると
カテゴリ カバー率 未対応機能
Sales Cloud系 9/10 商談商品を含めたコピー
カレンダー 1/3 他人の予定を見る、招集
メール 0/1 一括メール送信
Chatter 3/4 トピック
レポート系 3/6 スケジュール配信、結合レポート
ダッシュボード系 2/6 スケジュール実行、動的ダッシュボード、

ダッシュボードフィルタ
共通機能、使い勝手系 12/15 差し込み印刷、共有ボタン、ゴミ箱

Total 30/45
（67％）

こちらもぜひご参考にご覧下さい。

ヘルプ：Lightning Experience と Salesforce Classic の比較

https://help.salesforce.com/articleView?id=lex_aloha_comparison.htm&type=0


Lightningでしかできない機能

・お気に入り
・特定オブジェクトのみの検索
・Chatterストリーム
・カンバンビュー
・ページレイアウトテンプレート



お気に入り、検索、Chatterストリーム

レコードをお気に入り
として登録でき、すぐ

にアクセス可能！

お気に入り

複数レコードのポス
トを纏めて確認

※ストリームは5つま
で作成可能

1ストリームあたり25
個のソースを指定可

能

Chatterストリーム

オブジェクトを絞った
グローバル検索が可能

検索



カンバンビューでビジュアルなステータス把握
Spring’17から商談、リード、見積り、カスタムオブジェクトで利用可能に。

右下に表示される警告の
条件は以下のとおり

・活動予定がない
・期限切れのToDoがある
・30日間活動履歴がない

※フェーズを動かしてしまうと更
新されてしまうので注意



Lightning コンポーネントによる自由な画面設計

テンプレートで配置を選択
コンポーネントを配置



いましばらくお待ちください

日本語版準備中



4.Lightning Experience移行の手順

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【臼井セリフ】では、まずセミナーを始める前にから進めて参ります。



有効化に向けたおすすめのステップ
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事前調査

Sandbox環境での検証

移行判断

ユーザトレーニング

本番環境での有効化

下記資料をざっと見る
・前の章のClassicでできてたアレができない
・ヘルプ : Lightning Experienceで使用できない機能

・業務プロセスを実行
・レポート、ダッシュボードの実行
・カスタムボタン/リンクのテスト

・ユーザーマニュアルの修正
・Lightning での操作
・万が一の場合の戻り方

GO/No GO/部分移行（プロファイル/ユーザーごと）

https://help.salesforce.com/articleView?id=lex_gaps_limitations.htm&language=ja&type=0


有効化にあたっての注意点

・安易な本番環境での有効化に注意
有効化すると全ての標準プロファイルのユーザーはLightning Experienceが標準となってしま

います。

・ダッシュボードの変更に注意
Lightning上でClassicで作成したダッシュボードを修正すると、
Classic上で修正できなくなります。
ダッシュボードをコピーしてから編集することをお勧めします。

・レコードの画面がオブジェクトによって異なります
入力を伴う利用を検討される場合は、マニュアルの作成や
ユーザへのトレーニングの実施を推奨します。

43



5. まとめ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【臼井セリフ】では、まずセミナーを始める前にから進めて参ります。



まとめ

ポテンシャルだけではく、ようやく実用的なスペックに！？

クリティカルな機能が使えないリストにないのであれば、
検証を始めることをオススメします。

機能的な充足とともに、パフォーマンスや安定性が向上

社内展開するには、結構な”慣れ”が必要



6.資料の取得方法とご活用いただけるコンテンツ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【臼井セリフ】では、まずセミナーを始める前にから進めて参ります。



本日の資料取得方法：サクセスコミュニティで取得頂けます

■アクセスはこちら：
http://bit.ly/SFDC7830 (SFDCナヤミゼロ)
※Salesforceへログインが必要です
画面右上の をクリックすると、毎週末にコミュニティ内
の投稿のダイジェストメールを受け取れます。

■サクセスコミュニティでできること
1. Salesforce活用のエキスパートへ質問・相談できる。
2. 他のユーザからの質問を検索できる。
3. 新機能紹介やイベント情報等、最新の情報、資料が取得

できる。
4. Salesforceのちょっとした小技情報が検索できる。

お気軽にご質問・ご相談ください！

Salesforceユーザなら誰でも活用できるコミュニティです！

http://bit.ly/SFDC7830


今後のお問合せ先
• 技術的な内容に関するお問合せ・リリースノートの内容に関するお問合せ

→ 弊社サポート部門までお願いします（お問合せ方法）

• 本ウェブセミナーに関するお問合せ
→ サクセスコミュニティまでお願いします（投稿方法）

• 上記以外に関するお問合せ
→ 弊社営業担当までお願いします

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=000233250&language=ja
https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?id=000229122&language=ja
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